
  

第３回委員会の指摘事項とその対応について 

 

表-3.1 第 3 回委員会の指摘事項とその対応一覧表 

 

 
質問および意見 質問に対する対応 

番号 
(1)地区の概況(補足) 

① 
浦安市の様に被災前後でレーザー測量を行ったような資

料があれば提示して欲しい。 

被災前後の測量結果については、レー

ザー測量を含めて資料が無いことを確

認した。(事務局) 
 (2)液状化の検証試算結果  

② 
液状化判定の結果について、H1、H2の方が対策を決め

るにはわかりやすいと思われる。 
ご指摘を含め地質調査後の検討で対応

予定である。(事務局) 
 (3)再液状化の検討方法について  

③ 
再液状化に対して対策を決めた場合、対策を行わない地

区との整合はどうするのか。 

本委員会にてご審議いただきたい。(事
務局) 

→資料-6 

④ 

タイプ１、３および千葉県被害想定の地震動は提案のと

おりとしたいが、タイプ２の地震動については、再度資

料を整理して欲しい。また、審議にあたり地震動を示し

てもらいたい。 

ご指摘の通り対応した。(事務局) 
→資料-3 

 (4)地質調査計画について  

⑤ 

砂鉄鉱区について、地質調査時には真比重を量ってもら

いたい。また、未掘なのか、埋戻しなのかを判断しても

らいたい。 
ご指摘の通り対応予定である。(事務局) 

⑥ 

繰返し非排水三軸試験終了後に単調載荷して強度を求め

てほしい。また、繰返し載荷後に排水して体積変化を求

める試験も出来たらお願いしたい。異方圧密での繰返し

三軸試験、ランダム波での繰返し試験（今回の地震の再

現）も可能であれば実施をお願いしたい。 

予算の中で、優先順位を付けて実施し

たい。 
繰返し非排水三軸試験終了後の排水に

よる体積変化を求める試験は対応予定

である。(事務局) 

資料-3 
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１．液状化の検証に用いる地震動 

 

液状化の検証に用いる地震動は、東日本大震災（既往最大値）で実際に発生したマグニチ

ュードおよび加速度の地震動波形を用いる。 

観測記録は、本震・余震各々について、EW 方向と NS 方向の加速度時刻歴波形が得られて

いる。これらの波形のうちで、液状化について最も影響が大きいと考えられる波形を用いる

こととする。 

 

（１）簡易法に用いる地震動 

液状化被害の大きかった地点の近傍で観測された地震動は、KKNetChiba（千葉県環境研究

センター）観測の、 

 

「旭」（旭市役所） 

「飯岡」（飯岡支所） 

「海上」（海上支所） 

「干潟」（干潟支所） 

 

の観測波形を使用する。 

液状化の判定においては、地震の規模に応じた繰返し回数に関する補正を行う。このため、

本震・余震の各方向について、地表最大加速度に等価な繰返し回数に関する補正を行い、補

正後の加速度が最大となる記録を用いることとする。 

 

表-3.2 液状化の検証（簡易法）に用いる地震動 

地区名 本震/余震 方向 Ｍ※1 γn
※2 αmax

※3 γn×αmax 

旭 余震 NS 7.7 0.67 221 148 

飯岡 余震 NS 7.7 0.67 265 177 

海上 余震 EW 7.7 0.67 206 138 

干潟 本震 EW 9.0 0.80 287 230 

※1 M：マグニチュード 

※2 γn：等価な繰返し回数に関する補正係数でγn=0.1(M-1) 

※3 αmax：観測された地表最大加速度(gal) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3.1 旭市近隣の地震観測記録測定位置 

及び東北地方太平洋沖地震時における地震観測記録測定位置周辺地盤の液状化状況 
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液状化の検証に用いる地震動と再液状化の検討に用いるタイプ２地震動について 
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１）旭地区 
 
 
 
 
 
 
本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

①旭-EW 地表面加速度波形図
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①旭-NS 地表面加速度波形図
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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（記録開始時刻 15:15:40） 

①旭-NS 地表面加速度波形図
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（記録開始時刻 14:47:10） 

①旭-EW 地表面加速度波形図
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観測日 観測者 地震計位置 本震／余震
マグニチュード

M

等価な繰返し回数に
関する補正係数

γn=0.1(M-1)
方向

地表面加速度
最大値αmax（gal）

γn×αmax

EW 153 122

NS 157 126

EW 204 137

NS 221 148

9.0

7.7

0.80

0.67

旭市役所

本震 14:47頃

余震 15:15頃

2011/3/11 KKNetChiba

図-3.2 旭地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：旭市役所）
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２）飯岡地区 
 
 
 
 
 
 
本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

（記録開始時刻 15:15:30） 

（記録開始時刻 14:47:20） ②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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観測日 観測者 地震計位置 本震／余震
マグニチュード

M

等価な繰返し回数に
関する補正係数

γn=0.1(M-1)
方向

地表面加速度
最大値αmax（gal）

γn×αmax

EW 206 165

NS 203 162

EW 211 142

NS 265 177

9.0 0.80

余震 15:15頃 7.7 0.67

飯岡支所

本震 14:47頃

2011/3/11 KKNetChiba

図-3.3 飯岡地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：飯岡支所）

3-4



３）海上地区 
 
 
 
 
 
 
本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

（記録開始時刻 15:15:40） 

（記録開始時刻 14:47:20） ③海上-EW 地表面加速度波形図
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③海上-NS 地表面加速度波形図
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③海上-EW 地表面加速度波形図
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③海上-NS 地表面加速度波形図
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観測日 観測者 地震計位置 本震／余震
マグニチュード

M

等価な繰返し回数に
関する補正係数

γn=0.1(M-1)
方向

地表面加速度
最大値αmax（gal）

γn×αmax

EW 147 117

NS 159 127

EW 206 138

NS 174 117

9.0 0.80

余震 15:15頃 7.7 0.67

海上支所

本震 14:47頃

2011/3/11 KKNetChiba

図-3.4 海上地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：海上支所）
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４）干潟地区 
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（記録開始時刻 15:15:30） 

（記録開始時刻 14:47:10） ④干潟-EW 地表面加速度波形図
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干潟-NS 地表面加速度波図
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④干潟-EW 地表面加速度波形図
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干潟-NS 地表面加速度波図
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観測日 観測者 地震計位置 本震／余震
マグニチュード

M

等価な繰返し回数に
関する補正係数

γn=0.1(M-1)
方向

地表面加速度
最大値αmax（gal）

γn×αmax

EW 287 230

NS 243 195
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9.0 0.80

7.7 0.67余震 15:15頃

本震 14:47頃

2011/3/11 KKNetChiba 干潟支所

図-3.5 干潟地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：干潟支所）
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（２）地震応答解析に用いる地震動 

1）基盤面地震動 

地震応答解析に用いる地震動は、基盤面での加速度時刻歴として設定する。本検討対象地

区においては基盤面での地震観測記録は得られていないことから、地表面での観測記録を地

震応答解析により引き戻し計算を行い算定する。 

本検討では、市内 4 ヶ所の観測点で得られた地震記録を対象に引き戻し計算を実施した。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-3.6 旭市の地震観測記録測定位置と各位置のボーリング柱状図 
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ここでは地表面での観測波形（旭市役所）を、地震応答解析により、基盤相当まで引き戻

し計算を行った波形を示す。地震応答解析には、地震応答解析プログラム「FDEL」を用い

た。「FDEL」では扱える波形データ長に制限があるため、全波形 300 秒のうち、主要部分と

考えられる 80 秒分を取り出して計算を行った。 
 
■旭市役所における地表面の地震観測記録 

旭本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
旭本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
旭余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

 次頁に引き戻し計算後の波形のフーリエスペクトル及び加速度応答スペクトルを示す。フ

ーリエスペクトルでは各波ともあまり差がないが、加速度応答スペクトル H=0.10 のピーク

では「旭余震 NS」が最も大きい。 
 
 

■旭市役所における引き戻し計算後の基盤面地震動 

旭本震 EW 
 
 
 
 
  
 
 
旭本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
旭余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
旭余震 NS 
 
 
 
 

旭余震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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旭余震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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旭本震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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旭本震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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①旭-NS 地表面加速度波形図
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①旭-EW 地表面加速度波形図
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80 秒区間 
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80 秒区間 
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80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

図-3.7 旭地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：旭市役所）と引き戻し計算後の基盤面地震動 
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①旭-本震NS フーリエスペクトル図
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①旭-余震EW フーリエスペクトル図
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①旭-余震NS フーリエスペクトル図
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①旭-余震NS 加速度応答スペクトル図

1

10

100

1000

10000

0.1 1 10

周期(sec)

加
速

度
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

(g
al

)

①旭-本震EW 加速度応答スペクトル図
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引き戻し計算後の波形分析 

旭本震ＥＷ              旭本震ＮＳ              旭余震ＥＷ             旭余震ＮＳ 

図-3.8 引き戻し計算後の基盤面地震動の波形分析（旭地区）
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①旭-本震NS 加速度応答スペクトル図
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①旭-余震EW 加速度応答スペクトル図
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ここでは地表面での観測波形（飯岡支所）を、地震応答解析により、基盤相当まで引き

戻し計算を行った波形を示す。地震応答解析には、地震応答解析プログラム「FDEL」を用

いた。「FDEL」では扱える波形データ長に制限があるため、全波形 300 秒のうち、主要部分

と考えられる 80 秒分を取り出して計算を行った。 
 
■飯岡支所における地表面の地震観測記録 

飯岡本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
飯岡本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
飯岡余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
飯岡余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

 次頁に引き戻し計算後の波形のフーリエスペクトル及び加速度応答スペクトルを示す。フ

ーリエスペクトルでは各波ともあまり差がないが、加速度応答スペクトル H=0.10 のピーク

では「飯岡余震 NS」が最も大きい。 
 
 
■飯岡支所における引き戻し計算後の基盤面地震動 

飯岡本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
飯岡本震 NS 
 
 
 
 
 
 
飯岡余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
飯岡余震 NS 
 
 
 
 

飯岡余震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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飯岡余震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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飯岡本震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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飯岡本震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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②飯岡-EW 地表面加速度波形図
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②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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②飯岡-NS 地表面加速度波形図
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図-3.9 飯岡地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：飯岡支所）と引き戻し計算後の基盤面地震動 
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②飯岡－本震NS フーリエスペクトル図
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②飯岡-余震EW フーリエスペクトル図
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②飯岡-本震EW 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-本震NS 加速度応答スペクトル図
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②飯岡-余震EW 加速度応答スペクトル図
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②飯岡－余震NS フーリエスペクトル図
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②飯岡-本震EW フーリエスペクトル図

0

100

200

300

400

500

600

0 5 10 15 20

周波数(Hz)

フ
ー

リ
エ

ス
ペ

ク
ト

ル
(g

al
*
se

c
)

引き戻し計算後の波形分析 

飯岡本震ＥＷ              飯岡本震ＮＳ              飯岡余震ＥＷ             飯岡余震ＮＳ 

図-3.10 引き戻し計算後の基盤面地震動の波形分析（飯岡地区） 
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ここでは地表面での観測波形（海上支所）を、地震応答解析により、基盤相当まで引き戻

し計算を行った波形を示す。地震応答解析には、地震応答解析プログラム「FDEL」を用い

た。「FDEL」では扱える波形データ長に制限があるため、全波形 300 秒のうち、主要部分と

考えられる 80 秒分を取り出して計算を行った。 
 
■海上支所における地表面の地震観測記録 

海上本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
海上本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
海上余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
海上余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

 次頁に引き戻し計算後の波形のフーリエスペクトル及び加速度応答スペクトルを示す。フ

ーリエスペクトルでは各波ともあまり差がないが、加速度応答スペクトル H=0.10 のピーク

では「海上余震 EW」が最も大きい。 
 
 
■海上飯岡支所における引き戻し計算後の基盤面地震動 

海上本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
海上本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
海上余震 EW 
 
 
 
 
 
 
海上余震 NS 
 
 
 
 

海上余震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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海上本震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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海上本震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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海上余震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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③海上-EW 地表面加速度波形図
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③海上-NS 地表面加速度波形図
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③海上-EW 地表面加速度波形図
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③海上-NS 地表面加速度波形図

-300

-200

-100

0

100

200

300

0 50 100 150 200 250 300
時間(sec)

加
速

度
(g

al
)

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

80 秒区間 

図-3.11 海上地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：海上支所）と引き戻し計算後の基盤面地震動 
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③海上-本震EW 加速度応答スペクトル図
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③海上-余震NS 加速度応答スペクトル図
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③海上-本震EW フーリエスペクトル図
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③海上-本震NS フーリエスペクトル図
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③海上-余震EW フーリエスペクトル図
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③海上-余震NS フーリエスペクトル図
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③海上-余震EW 加速度応答スペクトル図
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引き戻し計算後の波形分析 

海上本震ＥＷ              海上本震ＮＳ              海上余震ＥＷ             海上余震ＮＳ 

図-3.12 引き戻し計算後の基盤面地震動の波形分析（海上地区） 
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ここでは地表面での観測波形（干潟支所）を、地震応答解析により、基盤相当まで引き戻

し計算を行った波形を示す。地震応答解析には、地震応答解析プログラム「FDEL」を用い

た。「FDEL」では扱える波形データ長に制限があるため、全波形 300 秒のうち、主要部分と

考えられる 80 秒分を取り出して計算を行った。 
 
■干潟支所における地表面の地震観測記録 

干潟本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
干潟本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
干潟余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
干潟余震 NS 
 
 
 
 
 
 
 

 次頁に引き戻し計算後の波形のフーリエスペクトル及び加速度応答スペクトルを示す。フ

ーリエスペクトルでは各波ともあまり差がないが、加速度応答スペクトル H=0.10 のピーク

では「干潟本震 NS」が最も大きい。 
 
 
■干潟支所における引き戻し計算後の基盤面地震動 

干潟本震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
干潟本震 NS 
 
 
 
 
 
 
 
干潟余震 EW 
 
 
 
 
 
 
 
干潟余震 NS 
 
 
 
 

干潟余震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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干潟余震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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干潟本震NS 基盤波形（引き戻し結果）
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干潟本震EW 基盤波形（引き戻し結果）
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④干潟-EW 地表面加速度波形図
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干潟-NS 地表面加速度波図
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④干潟-EW 地表面加速度波形図
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干潟-NS 地表面加速度波図
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図-3.13 干潟地区の地震観測記録（日時：2011/3/11 場所：干潟支所）と引き戻し計算後の基盤面地震動 
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④干潟-本震EW 加速度応答スペクトル図
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④干潟-本震NS 加速度応答スペクトル図

1

10

100

1000

10000

0.1 1 10

周期(sec)

加
速

度
応

答
ス

ペ
ク

ト
ル

(g
al

)

④干潟-本震EW フーリエスペクトル図
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④干潟-余震EW フーリエスペクトル図
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④干潟-本震NS フーリエスペクトル図
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④干潟-余震NS フーリエスペクトル図
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④干潟-余震NS 加速度応答スペクトル図
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④干潟-余震EW 加速度応答スペクトル図
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引き戻し計算後の波形分析 

干潟本震ＥＷ              干潟本震ＮＳ              干潟余震ＥＷ             干潟余震ＮＳ 

図-3.14 引き戻し計算後の基盤面地震動の波形分析（干潟地区） 
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2）地震応答解析に用いる地震動の設定 

試計算において液状化が生じる結果となった以下の地点について、本震及び余震の基盤引

き戻し波を用いた場合の液状化判定結果の比較を行い、液状化に対して最も影響の大きい地

震動を地震応答解析に用いる地震動とする。 

 

表-3.3 検討地点一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

表-3.4 検討地震動一覧表（地表面での観測値） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表-3.5 液状化判定結果一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 以上の結果から、地震応答解析に用いる地震動は以下の通り設定する。 

 

表-3.6 地震応答解析に用いる地震動 

 

 

 

地区名 検討地点 

旭 旭市役所 

飯岡 津波避難タワー 

海上 海上支所 

干潟 干潟支所 

地区名 方向 本震αmax(gal) 余震αmax(gal) 

ＥＷ 153 204 
旭 

ＮＳ 157 221 

ＥＷ 206 211 
飯岡 

ＮＳ 203 265 

ＥＷ 147 206 
海上 

ＮＳ 159 174 

ＥＷ 287 192 
干潟 

ＮＳ 243 262 

地区名 本震/余震 方向 基盤最大加速度（gal） 

旭 余震 NS 191 

飯岡 本震 EW 154 

海上 余震 EW 169 

干潟 本震 EW 194 

建築基礎構造設計指針
による方法

高圧ガス指針による方法

ＥＷ 144 150 0.07 0.7 8.4

ＮＳ 132 160 0.02 0.5 6.1

ＥＷ 173 204 0.00 0.0 2.9

ＮＳ 191 221 1.12 4.2 18.2

ＥＷ 154 201 2.38 1.9 5.0

ＮＳ 146 202 1.53 1.6 4.6

ＥＷ 151 208 0.50 0.7 3.6

ＮＳ 191 258 1.14 1.0 4.4

ＥＷ 118 147 0.00 0.0 0.3

ＮＳ 136 158 0.00 0.0 0.3

ＥＷ 169 207 0.01 0.5 1.8

ＮＳ 159 174 0.00 0.0 0.6

ＥＷ 194 283 6.06 1.9 7.0

ＮＳ 177 241 5.34 1.9 6.9

ＥＷ 153 192 1.75 1.0 4.6

ＮＳ 194 258 3.36 1.7 6.1

・・・各検討地点でPL値が最大を示す地震動

旭市役所

本震

余震

検討地点

津波避難
タワー

本震

余震

干潟支所

本震

余震

海上支所

本震

余震

Dcy(cm)
ＰＬ値

地表面
最大加速度

(gal)
地震動

基盤に与える
最大加速度

(gal)
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 旭市役所 

旭市役所本震 EW 引き戻し波

PL =0.1 Dcy(建築指針)=0.7cm Dcy(高圧ガス指針)=8.4cm 地点名 ： 旭市役所 

旭市役所本震 NS 引き戻し波

PL =0.0 Dcy(建築指針)=0.5cm Dcy(高圧ガス指針)=6.1cm 

図-3.15 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（旭地区 本震） 

最大応答値深度分布図
ケース ASA-EW

150
145

139
135

130

120

111

101

110

115

116

109

101

103

105

101

95

102

107

113

119

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 50 100 150 200

絶対最大加速度(gal)

深
度

(m
)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.00% 0.05% 0.10%

最大せん断ひずみ(%)

深
度

(m
)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 10 20 30 40 50

最大せん断応力(KN/m2)

深
度

(m
)

最大応答値深度分布図
ケース ASA-NS

160
158
156156
155
152

142

139

132

125

112

101

107

108

109

101

99

95

94

100

103

102

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 50 100 150 200

絶対最大加速度(gal)

深
度

(m
)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0.00% 0.05% 0.10% 0.15%

最大せん断ひずみ(%)

深
度

(m
)

0

5

10

15

20

25

30

35

40

0 10 20 30 40 50

最大せん断応力(KN/m2)

深
度

(m
)

3-17



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 旭市役所 

旭市役所余震 EW 引き戻し波

PL =0.0 Dcy(建築指針)=0.0cm Dcy(高圧ガス指針)=2.9m 地点名 ： 旭市役所 

旭市役所余震 NS 引き戻し波

PL =1.1 Dcy(建築指針)=4.2cm Dcy(高圧ガス指針)=18.2cm 

最大応答値深度分布図
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図-3.16 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（旭地区 余震） 

最大応答値深度分布図
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 津波避難タワー 

飯岡支所本震 EW 引き戻し波

PL =2.4 Dcy(建築指針)=1.9cm Dcy(高圧ガス指針)=5.0cm 地点名 ： 津波避難タワー 

飯岡支所本震 NS 引き戻し波

PL =1.5 Dcy(建築指針)=1.6cm Dcy(高圧ガス指針)=4.6cm 

最大応答値深度分布図
ケース IIO-EW
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最大応答値深度分布図
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図-3.17 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（飯岡地区 本震） 
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 津波避難タワー 

飯岡支所余震 EW 引き戻し波

PL =0.5 Dcy(建築指針)=0.7cm Dcy(高圧ガス指針)=3.6cm 地点名 ： 津波避難タワー 

飯岡支所余震 NS 引き戻し波

PL =1.1 Dcy(建築指針)=1.0cm Dcy(高圧ガス指針)=4.4cm 

最大応答値深度分布図
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図-3.18 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（飯岡地区 余震） 

最大応答値深度分布図
ケース IIO-yNS

258

251

243

232

216

204

169

156

154

155

155

156

155

154

0

2

4

6

8

10

12

14

0 100 200 300

絶対最大加速度(gal)

深
度

(m
)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0.00% 0.05% 0.10% 0.15%

最大せん断ひずみ(%)

深
度

(m
)

0

2

4

6

8

10

12

14

16

0 10 20 30 40 50

最大せん断応力(KN/m2)

深
度

(m
)

3-20



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ：海上支所 

海上支所本震 EW 引き戻し波

PL =0.00 Dcy(建築指針)=0.0cm Dcy(高圧ガス指針)=0.3cm 地点名 ： 海上支所 

海上支所本震 NS 引き戻し波

PL =0.00 Dcy(建築指針)=0.0cm Dcy(高圧ガス指針)=0.3cm 

図-3.19 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（海上地区 本震） 

最大応答値深度分布図
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最大応答値深度分布図
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 海上支所 

海上支所余震 EW 引き戻し波

PL =0.01 Dcy(建築指針)=0.5cm Dcy(高圧ガス指針)=1.8cm 地点名 ： 海上支所 

海上支所余震 NS 引き戻し波

PL =0.00 Dcy(建築指針)=0.0cm Dcy(高圧ガス指針)=0.6cm 

図-3.20 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（海上地区 余震） 

最大応答値深度分布図
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最大応答値深度分布図
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 干潟支所 

干潟支所本震 EW 引き戻し波

PL =6.1 Dcy(建築指針)=1.9cm Dcy(高圧ガス指針)=7.0cm 地点名 ： 干潟支所 

干潟支所本震 NS 引き戻し波

PL =5.3 Dcy(建築指針)=1.9cm Dcy(高圧ガス指針)=6.9cm 

最大応答値深度分布図
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図-3.21 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（干潟地区 本震） 
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■基準：「建築基礎構造設計指針」（日本建築学会：2001 年 10 月） 

■手法：簡易法による液状化判定（地震応答解析 FDEL を実施した場合） 

■地区：旭地区、飯岡地区、海上地区、干潟地区 

地点名 ： 干潟支所 

干潟支所余震 EW 引き戻し波

PL =1.8 Dcy(建築指針)=1.0cm Dcy(高圧ガス指針)=4.6cm 地点名 ： 干潟支所 

干潟支所余震 NS 引き戻し波

PL =3.4 Dcy(建築指針)=1.7cm Dcy(高圧ガス指針)=6.1cm 

最大応答値深度分布図
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図-3.22 簡易法による液状化判定結果（地震応答解析 FDEL を実施した場合）（干潟地区 余震） 
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２．再液状化の検討に用いるタイプ２地震動 

 

「東日本大震災による液状化被災市街地の復興に向けた検討・調査について（ガイダンス

（案））」の中で以下に示すように再液状化の検討に用いる地震動が示されている。  

 

出典：、「東日本大震災による液状化被災市街地の復興に向けた検討・調査について（ガイダンス（案））」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 タイプ２地震動は、「巨大地震による中程度の揺れ」を想定しており、地表面加速度

200gal、M9.0 となっている。 

 旭市における観測記録を見ると、地表最大加速度は本震より余震の方が大きくなってい

る地点が多いが、地震の規模を考えると東日本大震災における本震がこれに該当すると考

えられる。このため、地震応答解析に用いるタイプ２地震動としては、本震の観測記録を

基盤へ引き戻した加速度時刻歴を用いることとする。 

 なお、等価線形化法による地震応答解析では、地震の規模に応じた等価な繰返し回数に

関する補正を以下のように行うこととする。 

 

   τd／σz’＝γn＊τmax／σz’ 
    ここに、τd   ： 水平面に生じる等価な一定繰返しせん断応力振幅（kN/m2） 
        γn   ： 等価な繰返し回数に関する補正係数で γn=0.1*(M-1) 
              M は地震のマグニチュード 
        τmax ： 地震応答解析により算定した最大せん断応力(kN/m2) 
        σz’   ： 地震応答解析で用いた有効土被り圧（鉛直有効応力）(kN/m2) 

 

 また、有効応力法による時刻歴応答解析では、入力地震動の継続時間が直接解析に考慮

されている。 
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